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と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

一
　
和
辻
風
土
論
に
対
す
る
二
つ
の
批
判

　
一
つ
に
、
自
然
科
学
か
ら
の
批
判
が
あ
る
。
栽
培
植
物
学
の
中
尾
佐
助
は

生
態
気
候
区
分
か
ら
和
辻
の
風
土
の
類
型
は
お
か
し
い
と
い
う）

2
（

。
生
態
学
者

の
梅
棹
忠
夫
も
、
風
土
に
お
け
る
主
観
性
の
問
題
を
批
判
し
、「
風
土
」
で

は
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
れ
な
い
た
め
、「
環
境
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る

と
述
べ
る）

3
（

。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
二
つ
に
、
地
理
学
者
の
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ

ル
ク
の
風
土
論
と
も
関
わ
る
。
ベ
ル
ク
は
現
在
ま
で
和
辻
風
土
論
を
批
判
的

に
継
承
し
、
深
化
さ
せ
て
い
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
あ
っ
て
は
環
境
と
人

間
の
関
係
か
ら
文
化
を
論
じ
る
風
土
論
を
「
性
懲
り
の
な
い
決
定
論
」
と
し

て
批
判
し
た）

4
（

。
そ
の
特
徴
は
「
文
化
を
自
然
で
説
明
し
よ
う
と
し
」、
ま
た

「
客
観
的
因
果
関
係
を
主
観
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
逸
脱
さ
せ
、
自
然
科
学
と
文

化
科
学
の
境
界
を
あ
っ
さ
り
踏
み
越
え
て
し
ま
う
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う）

5
（

。

和
辻
の
風
土
論
に
つ
い
て
も
「
因
果
論
的
推
論
」
が
み
ら
れ
、「
か
な
り
底
の

は
じ
め
に

　
か
つ
て
環
境
と
人
間
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
時
代
が

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
関
係
の
議
論
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
自
然
科
学

の
成
果
と
文
化
の
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
環
境
決
定
論
や
地
理
的
決
定

論
な
ど
、
決
定
論
と
い
う
難
問
を
伴
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

1
（

。
本
論
で
は
、

和
辻
哲
郎
の
風
土
論
を
参
照
し
、
決
定
論
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

人
間
に
と
っ
て
環
境
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
を
環
境
と
存
在
の
問
題
と
し

て
検
討
す
る
。
ま
ず
第
一
節
で
、
和
辻
風
土
論
に
対
す
る
批
判
を
紹
介
し
、

第
二
節
で
、
和
辻
風
土
論
の
整
理
か
ら
決
定
論
の
問
題
を
考
察
す
る
。
第
三

節
、
第
四
節
で
は
、
和
辻
が
評
価
す
る
ヴ
ィ
ダ
ル
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ラ
ー
シ

ュ
の
人
文
地
理
学
の
議
論
を
近
代
地
理
学
の
概
観
と
と
も
に
確
認
し
、
第
五

節
で
は
、
ヴ
ィ
ダ
ル
と
和
辻
の
環
境
の
捉
え
方
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
い
、

和
辻
の
「
人
間
存
在
の
構
造
契
機
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
最
後
に
、
和
辻
の

風
土
論
は
現
代
社
会
の
環
境
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
先
見
的
な
環
境
論

〈
研
究
論
文
10
〉

増
　
田
　
敬
　
祐
　

　

風
土
の
人
間
存
在
論
と
決
定
論
の
問
題

─
和
辻
哲
郎
の
環
境
論
と
ヴ
ィ
ダ
ル
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ラ
ー
シ
ュ
の
地
理
学

─
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以
上
、
和
辻
の
風
土
論
は
決
定
論
と
し
て
批
判
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
み
て
き
た
よ
う
に
和
辻
の
風
土
論
の
理
論
的
枠
組
み
は
、
自
然
科
学

的
な
手
法
に
基
づ
く
「
因
果
関
係
」
の
み
で
自
然
と
人
間
の
関
係
を
決
定
す

る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
。
む
し
ろ
、「
生
き
た
自
然
の
解
釈
」
と
い
う
動
態

的
な
自
然
と
人
間
の
関
係
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
安
直
な
環
境
決
定
論
を

批
判
的
に
み
て
い
る
。
和
辻
は
「
人
間
存
在
の
構
造
契
機
」
を
解
明
す
る
方

法
と
し
て
「
生
き
た
自
然
の
解
釈
」
に
基
づ
く
風
土
の
議
論
を
展
開
し
た
が
、

環
境
決
定
論
や
地
理
的
決
定
論
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
な
か
で
、
和
辻
の
ね
ら

い
で
あ
る
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
決
定
論
の
問
題
を
環
境
と
存
在
の
問
題
と
し

て
論
究
す
る
仕
方
は
「
主
観
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
と
捉
え
ら
れ
、
決
定
論
の
議

論
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る）
12
（

。
次
に
和
辻
が
「
人
間
の
地
理
学
」
と

し
て
取
り
上
げ
る
ヴ
ィ
ダ
ル
の
議
論
を
み
て
い
く
。

三
　
近
代
地
理
学
と
タ
ブ
ー

　
ヴ
ィ
ダ
ル
の
人
文
地
理
学
に
つ
い
て
和
辻
は
、
自
身
の
風
土
論
と
の
親
和

性
を
「
人
間
存
在
の
風
土
的
構
造
を
捉
え
る
と
い
う
仕
事
に
最
も
近
づ
い
て

い
る
」
と
述
べ
、「
人
間
の
地
理
学
」
と
呼
ん
で
い
る）
13
（

。
ヴ
ィ
ダ
ル
の
「
人
間

と
環
境
と
の
連
関
」
を
精
確
に
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
、「
土
地
を
把
捉

し
よ
う
と
す
れ
ば
そ
こ
に
積
み
重
な
っ
た
人
間
の
営
為
を
見
い
だ
す
で
あ
ろ

う
し
、
人
間
を
把
捉
し
よ
う
と
す
れ
ば
そ
こ
に
烙
き
つ
け
ら
れ
た
土
地
の
性

格
を
見
い
だ
す
で
あ
ろ
う
」
た
め
に
、「
連
関
」
は
地
理
的
決
定
論
だ
け
で

解
決
で
き
る
関
係
に
は
な
い
と
和
辻
は
い
う）
14
（

。「
人
間
の
地
理
学
」
と
し
て
評

価
さ
れ
る
ヴ
ィ
ダ
ル
の
議
論
は
、
近
代
地
理
学
の
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
ず
概
観
す
る
。

浅
い
決
定
論
」
に
陥
っ
て
い
る
と
す
る）

6
（

。
こ
の
よ
う
に
「
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
因

果
関
係
の
混
同
」
さ
れ
た
決
定
論
は
、「
異
な
る
文
化
に
属
す
る
人
間
相
互

間
の
、
共
感
さ
ら
に
は
交
流
の
可
能
性
を
一
切
排
除
す
る
文
化
主
義
に
陥
る

危
険
」
が
あ
る
と
い
う）

7
（

。
し
か
し
、
和
辻
の
風
土
論
の
ね
ら
い
は
、
決
定
論

や
日
本
文
化
論
を
論
じ
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
　
和
辻
風
土
論
と
決
定
論
の
問
題

　
和
辻
は
『
風
土
』
で
ヘ
ル
ダ
ー
の
「
精
神
風
土
学
」
を
紹
介
し
）
8
（

、
風
土
の

影
響
は
、
生
理
学
的
構
造
だ
け
で
な
く
精
神
的
構
造
に
お
い
て
も
「
一
層
説

き
難
い
問
題
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
は
「
暑

さ
が
人
体
を
だ
ら
け
さ
せ
、
寒
さ
が
そ
れ
を
ひ
き
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

我
々
の
知
れ
わ
た
っ
た
経
験
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
そ
こ
か
ら
種
々
の
生
理

学
的
現
象
を
説
明
し
、
ひ
い
て
は
民
族
の
特
性
や
そ
の
精
神
的
活
動
の
特
性

を
結
論
す
る
と
い
う
ご
と
き
こ
と
は
、
到
底
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う）

9
（

。
和
辻

は
未
だ
自
然
科
学
的
に
は
克
服
さ
れ
得
な
い
人
体
と
風
土
の
「
因
果
関
係
の

混
沌
」
に
つ
い
て
、「
簡
単
な
物
理
学
的
実
験
に
お
け
る
因
果
関
係
の
ご
と
く

単
純
に
取
り
扱
う
」
の
で
は
な
く
、「
因
果
関
係
の
混
沌
」
を
「
生
き
た
自

然
の
解
釈
」
と
し
て
具
体
的
な
生
の
姿
で
捉
え
、
そ
こ
か
ら
「
構
造
契
機
と

し
て
の
風
土
の
意
義
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
ヘ
ル
ダ
ー
を
評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
生
き
た
自
然
の
解
釈
」
に
よ
っ
て
環
境
と
人
間
の
関
係
を

捉
え
る
方
法
こ
そ
が
、
結
果
的
に
自
然
科
学
か
ら
の
批
判
を
招
き
）
10
（

、
ま
た
、

人
文
社
会
科
学
か
ら
も
「
客
観
的
因
果
関
係
を
主
観
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
に
よ

っ
て
直
感
の
メ
タ
フ
ァ
と
し
て
解
釈
す
る
決
定
論
と
し
て
批
判
さ
れ
る
要
因

と
な
っ
た）
11
（

。



106

ば
、『
人
類
地
理
学
』
に
お
い
て
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
は
「
人
類
が
『
素
材
的
、
物
理

的
か
つ
進
化
史
的
に
地
球
に
属
し
て
い
る
』
と
み
る
立
場
か
ら
、
人
類
地
理

学
を
『
生
物
地
理
学
の
一
部
門
』」
と
し
、「
人
類
の
分
布
を
考
察
す
る
と
き

も
『
一
連
の
生
物
学
諸
概
念
を
そ
の
ま
ま
適
用
』
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
」

と
い
う
。
後
年
の
代
表
的
著
作
『
政
治
地
理
学
（Politische Geographie

）』

で
は
「
国
家
を
『
土
地
に
固
着
し
た
有
機
体
』」
と
捉
え
、「
生
物
学
的
存
在

と
し
て
の
人
類
が
地
表
で
展
開
す
る
運
動
の
法
則
」
は
、「
一
定
の
自
然
環
境

の
も
と
で
は
つ
ね
に
同
一
の
道
を
た
ど
る
も
の
」
で
あ
り
、
人
類
の
歴
史
は

「
植
物
や
動
物
の
歴
史
と
全
く
同
様
」
の
も
の
と
み
な
さ
れ
た）
21
（

。
ま
た
『
生

存
空
間
：
一
つ
の
生
物
地
理
学
的
研
究
（Der Lebensraum

:Eine 
Biogeographische Studie

）』
で
は
「『
生
活
体
』
と
し
て
の
国
家
と
い
う
概

念
や
『
生
存
空
間
』」
と
い
う
考
え
を
提
示
し
た）
22
（

。

　
こ
の
よ
う
な
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
の
言
説
は
、
環
境
決
定
論
と
し
て
批
判
さ
れ
る

側
面
を
否
応
な
く
含
ん
で
お
り
、
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
は
「
自
ら
を
環
境
決
定
論
者

と
認
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
が）
23
（

、
結
果
的
に
チ
ェ
ー
レ
ン
の
「
地
政
学
」

や
「
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」
に
よ
る
国
家
有
機
体
説
と
し
て
帝
国
主
義
の

植
民
地
政
策
を
推
進
し
、
ま
た
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
な
ど
で
優
生
政
策
の
根

拠
に
利
用
さ
れ
て
い
く）
24
（

。
皮
肉
に
も
自
然
科
学
的
な
手
法
に
基
づ
く
近
代
地

理
学
の
成
果
が
文
化
の
問
題
と
複
雑
に
絡
み
合
い
、
人
間
生
活
を
決
定
論
的

に
価
値
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
出
せ
る
の
は
、
地
理

学
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
現
代
に
ま
で
至
る
人
間
と
科
学
技
術
の
関
係
で

あ
り
、
自
然
科
学
の
成
果
が
環
境
と
人
間
の
関
係
を
文
化
的
に
価
値
づ
け
、

決
定
す
る
論
拠
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
の
危
険
性
で
あ
る
。

　
決
定
論
に
基
づ
く
議
論
は
、
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
た
後
、
反
省
的
に
批

　
近
代
地
理
学
は
、
生
物
地
理
学
、
植
物
地
理
学
な
ど
を
含
む
博
物
学
の
泰

斗
、
フ
ン
ボ
ル
ト
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
に
お
け
る
地
理
学
の
『
最
初
の

専
門
家
』
と
い
わ
れ
る
」
リ
ッ
タ
ー
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た）
15
（

。
し
か
し
、
一

九
世
紀
初
頭
に
発
展
を
示
し
た
地
理
学
は
、
そ
の
後
、
低
迷
に
陥
る
）
16
（

。
フ
ン

ボ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
、
地
理
学
は
博
物
学
の
な
か
の
一
部
で
あ
り
、
地
理
学

そ
の
も
の
の
方
法
論
を
構
想
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
リ
ッ
タ

ー
に
あ
っ
て
は
「
地
表
を
神
の
啓
示
の
場
と
み
な
し
、
地
上
で
展
開
す
る
自

然
と
人
間
と
の
関
係
、
そ
の
調
和
の
な
か
に
神
の
意
思
の
貫
徹
を
み
る
」
と

い
う
宗
教
的
な
目
的
論
が
、
門
下
生
た
ち
リ
ッ
タ
ー
学
派
の
な
か
で
「
目
的

論
的
歴
史
観
と
結
び
つ
い
た
俗
流
的
な
自
然
決
定
論
」
と
な
っ
て
い
っ
た
か

ら
で
あ
る）
17
（

。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
議
論
は
「
科
学
的
認
識
と
は
ほ
ど
遠
い
一

般
的
推
論
や
証
明
で
き
な
い
主
張
で
あ
っ
た）
18
（

」。

　
リ
ッ
タ
ー
学
派
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
地
理
学
は
自
然
と
人
間
の
関
係
そ

れ
自
体
で
は
な
く
、
自
然
科
学
的
な
手
法
に
重
き
を
お
く
地
形
学
、
自
然
地

理
学
、
地
誌
学
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た）
19
（

。
状
況
が
変
化
す
る
の
は

一
九
世
紀
の
終
わ
り
、「
人
文
地
理
学
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
て
か
ら
で
あ

る
。「
人
文
地
理
学
」
は
、
地
理
学
者
の
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
が
は
じ
め
て
用
い
た
言

葉
と
い
わ
れ
、
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
は
、『
人
類
地
理
学
（Anthropogeographie
）』

の
な
か
で
自
然
環
境
が
人
間
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を
論
じ
、「
人
間
と
環
境

と
の
連
関
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
を
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
自
然
地
理

と
人
文
地
理
を
架
橋
す
る
「
地
理
学
の
統
一
性
」
の
回
復
で
あ
る
と
位
置
づ

け
た）
20
（

。

　
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
の
議
論
は
、
当
時
、
様
々
な
学
問
分
野
に
影
響
を
与
え
て
い

た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
と
連
動
し
て
い
る
。
森
滝
健
一
郎
の
整
理
に
よ
れ
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究
か
ら
「
明
確
に
一
つ
の
本
質
的
に
地
理
学
的
な
概
念
が
引
き
出
さ
れ
て
く

る
」
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
は
人
文
地
理
学
に
お
け
る
環
境
と
は
何
か
を
説
明

し
、「
人
間
と
環
境
と
の
連
関
」
に
着
目
す
る
方
法
に
関
わ
る
。「
す
な
わ
ち
、

異
質
的
な
諸
生
物
を
共
棲
と
相
互
的
関
連
の
状
態
に
集
結
し
こ
れ
を
総
括
的

に
維
持
し
て
ゆ
け
る
だ
け
の
力
を
そ
な
え
た
複
合
的
環
境
（m

ilieu 
com
posite

）」
の
議
論
で
あ
る）
26
（

。

　
三
つ
目
だ
が
、
ヴ
ィ
ダ
ル
は
「
人
類
聚
落
」
の
議
論
に
お
い
て
単
純
化
さ

れ
た
決
定
論
を
排
し
、「
複
合
的
環
境
」
を
「
聚
落
」
の
協
働
か
ら
論
じ
る
。

「
環
境
を
改
修
す
る
と
か
の
目
的
で
協
同
す
る
こ
と
の
必
要
は
、
共
同
的
居

住
を
ま
す
ま
す
緊
密
に
す
る
」
た
め
、
村
落
は
「
明
白
に
限
定
さ
れ
た
判
然

た
る
一
つ
の
有
機
体
で
あ
り
、
自
己
本
来
の
生
命
を
も
ち
、
景
観
の
中
に
表

現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
個
性
を
も
っ
た
も
の
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る）
27
（

。
こ

こ
に
前
出
の
和
辻
が
評
価
し
た
「
人
間
と
環
境
と
の
連
関
」
を
捉
え
る
試
み
、

ヴ
ィ
ダ
ル
の
「
人
間
の
地
理
学
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヴ

ィ
ダ
ル
は
、
人
間
は
「
諸
事
物
と
生
物
と
を
結
び
つ
け
る
緊
密
な
連
帯
性
」、

こ
の
「
連
帯
性
の
鎖
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
環
境
を
な
し
て
い
る
も

の
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
能
動
的
で
あ
る
と
同
時
に
受
動
的
」
で
あ
る
と

す
る）
28
（

。

　
環
境
と
人
間
の
関
係
を
「
能
動
的
で
あ
る
と
同
時
に
受
動
的
」
と
み
る
ヴ

ィ
ダ
ル
の
議
論
は
、
後
に
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
よ
っ
て
「
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
流
の
『
決
定

論
者
』」
に
対
し
、「
ヴ
ィ
ダ
ル
流
の
『
可
能
論
者
』」
と
名
付
け
ら
れ
る）
29
（

。
人

間
の
活
動
は
「
多
様
で
複
雑
な
可
能
性
」
を
提
供
し
て
く
れ
る
環
境
の
な
か

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
生
活
様
式
」
に
合
っ
た
も
の
を
能
動
的
に
選
ぶ
行
為

の
集
合
で
あ
り
、
環
境
と
の
関
係
か
ら
立
ち
現
れ
て
く
る
「
生
活
様
式
」
の

判
さ
れ
た
。「
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」
を
前
提
と
し
た
「
生
存
競
争
」
の
原

理
を
肯
定
し
、「
適
者
生
存
」
の
名
の
下
に
近
代
国
民
国
家
の
間
に
凄
惨
な

総
力
戦
を
招
い
た
か
ら
で
あ
る
。
連
関
し
て
、
人
種
や
文
化
な
ど
に
対
す
る

差
別
の
温
床
と
し
て
も
決
定
論
は
批
判
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯

か
ら
、
環
境
と
人
間
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
は
、
自
然
科
学
と
文
化
の
問
題

が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
決
定
論
と
し
て
タ
ブ
ー
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
　
ヴ
ィ
ダ
ル
の
人
文
地
理
学

　
ヴ
ィ
ダ
ル
は
近
代
地
理
学
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
本
論
で
整
理
す
る
と
こ

ろ
の
以
下
、
三
つ
の
論
点
に
応
じ
た
人
文
地
理
学
の
展
開
を
目
指
し
た
と
解

せ
ら
れ
る
。
一
つ
目
、「
科
学
的
認
識
と
は
ほ
ど
遠
い
一
般
的
推
論
や
証
明
」

の
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
。
二
つ
目
、
単
に
自
然
科
学
と
し
て
環
境
と
人
間

を
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、「
人
間
と
環
境
と
の
連
関
」
に
着
目
す
る
こ
と
。

三
つ
目
、
環
境
と
人
間
の
関
係
を
単
純
化
さ
れ
た
決
定
論
と
は
異
な
る
方
法

で
論
じ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ダ
ル
の
没
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
人

文
地
理
学
原
理
（Principes de Géographie H

um
aine

）』
か
ら
み
て
い
く
。

　
一
つ
目
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ダ
ル
は
ラ
ッ
ツ
ェ
ル
の
名
を
出
し
な
が
ら
、「
人

文
地
理
学
の
諸
事
象
」
は
「
自
然
的
諸
条
件
の
結
合
が
、
地
球
の
各
部
分
に

お
い
て
、
作
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
環
境
と
関
係
」
が
あ
る
と
い
う
。
こ

の
環
境
（m

ilieu

）
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
な
ど
の
植
物
地
理
学
の
研
究
を
受
け
、

ま
た
、
生
態
学
の
創
始
者
ヘ
ッ
ケ
ル
に
従
え
ば
、「
唯
一
に
し
て
同
一
な
場
所

に
生
活
す
る
あ
ら
ゆ
る
有
機
体
の
相
互
関
係
、
彼
ら
を
取
り
か
こ
ん
で
い
る

環
境
に
た
い
す
る
彼
ら
の
適
応
現
象
を
研
究
す
る
科
学
」
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う）
25
（

。
二
つ
目
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ダ
ル
は
環
境
の
研
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の
関
係
を
検
討
す
る
方
法
上
の
便
宜
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
本
論
で

は
そ
れ
だ
け
で
な
く
環
境
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り
根
本
的
に
は
自

然
観
、
世
界
観
と
い
う
価
値
観
の
部
分
で
ヴ
ィ
ダ
ル
と
和
辻
に
は
環
境
の
捉

え
方
に
相
違
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ヴ
ィ
ダ
ル
の
人
文
地
理
学
に
通
底
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
時
代
状
況
を

反
映
し
た
近
代
の
発
展
進
歩
史
観
で
あ
る）
34
（

。「
人
間
と
環
境
と
の
連
関
」
も

人
間
社
会
が
発
展
進
歩
す
る
に
従
い
、
自
然
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
増
大
さ

せ
、
ま
た
、
同
時
に
人
間
は
環
境
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
く
。「
ヴ
ィ
ダ
ル
流
の

『
可
能
論
者
』」
で
あ
れ
ば
、
人
間
は
ど
こ
ま
で
自
然
環
境
を
よ
り
良
い
人
間

生
活
の
た
め
に
改
変
で
き
る
可
能
性
を
も
つ
の
か
、
そ
の
実
証
を
課
題
と
す

る
だ
ろ
う）
35
（

。
実
際
、
ヴ
ィ
ダ
ル
の
人
文
地
理
学
は
、
地
誌
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
や

地
域
地
理
学
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
が）
36
（

、
客
体
と
し
て
自
然
環
境
を
捉
え

る
関
係
の
議
論
で
は
、
環
境
は
人
間
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
「
個
別
具
体
」
的

な
「
生
活
様
式
」
を
営
む
た
め
に
与
え
ら
れ
た
対
象
の
自
然
で
し
か
な
く
、

結
局
、
環
境
と
人
間
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
構
造
に
あ
る
の
か
、「
複
合
的

環
境
」
に
お
け
る
自
然
と
人
間
、
人
間
と
人
間
の
関
係
の
構
造
の
研
究
と
し

て
は
深
ま
ら
な
か
っ
た）
37
（

。
和
辻
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
地
理
学
が
目
ざ
し

て
い
る
の
は
人
類
の
生
活
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
環
境
で
あ
っ
て
、
人

類
自
身
」
で
は
な
く
、
ゆ
え
に
「
土
地
で
あ
っ
て
社
会
で
は
な
い
」
と
い
う
。

そ
の
た
め
「
人
間
存
在
の
風
土
的
構
造
」
を
論
究
す
る
た
め
に
「
な
お
一
歩

推
し
進
め
る
べ
き
点
」
と
は
、「
環
境
と
か
土
地
の
個
性
」
は
「
あ
く
ま
で
も

人
間
存
在
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
、
従
っ
て
環
境
は
人
類
の
諸
集
団
に
対
立

す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
集
団
の
存
在
的
中
身
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ

は
環
境
を
「
人
間
存
在
の
空
間
性
」
と
し
て
把
捉
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）
38
（

。

違
い
が
「
慣
性
」（
習
慣
）
と
し
て
の
個
性
を
も
つ）
30
（

。
こ
の
環
境
と
人
間
の
関

係
は
、「
人
間
の
行
為
」
の
「
結
合
関
係
」
と
し
て
「
景
観
に
深
刻
な
改
訂

を
加
え
る）
31
（

」。
つ
ま
り
、
環
境
に
存
在
す
る
「
人
間
の
行
為
」
は
「
結
合
関
係
」

と
い
う
集
団
形
成
＝
共
同
の
「
慣
性
」（
習
慣
）
の
裡
に
景
観
を
形
作
る
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
ヴ
ィ
ダ
ル
は
「
人
間
と
環
境
と
の
連
関
」
に
つ
い
て
、「
居

住
の
共
同
（cohabitation

）
と
い
う
事
実
」
か
ら
「
特
定
の
空
間
の
共
用
は

全
て
の
基
礎
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
人
間
の
集
団
は
そ
れ
が
適
応
し
て
い
る
地

域
的
な
框
の
な
か
で
、
他
の
生
物
と
と
も
に
、
す
な
わ
ち
同
じ
く
集
団
を
な

し
相
互
的
な
関
係
の
下
に
生
活
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
動
植
物
と
と
も
に
い
る
」

と
い
う）
32
（

。

　
以
上
、
本
論
の
整
理
し
た
ヴ
ィ
ダ
ル
の
人
文
地
理
学
の
三
つ
の
論
点
に
は
、

和
辻
が
評
価
し
た
「
人
間
の
地
理
学
」
と
し
て
、
ま
た
風
土
論
と
し
て
、
親

和
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
両
者
の
議
論
に
は
、
環
境
と

人
間
の
関
係
を
検
討
す
る
う
え
で
、
そ
の
土
台
に
お
い
て
重
要
な
違
い
が
あ

る
。

五
　
ヴ
ィ
ダ
ル
と
和
辻
、
環
境
論
の
比
較

　
環
境
と
人
間
の
関
係
を
研
究
す
る
う
え
で
土
台
と
な
る
の
は
、
人
間
に
と

っ
て
環
境
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
ヴ
ィ
ダ
ル

と
和
辻
で
は
、
そ
の
捉
え
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
ヴ
ィ
ダ
ル
の
議
論
に

お
け
る
環
境
と
は
、
自
然
環
境
の
こ
と
で
あ
る）
33
（

。
こ
れ
は
み
て
き
た
よ
う
に

初
期
の
近
代
地
理
学
が
「
科
学
的
認
識
と
は
ほ
ど
遠
い
一
般
的
推
論
や
証
明
」

に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
に
応
じ
る
た
め
、
類
推
や
直
感
で
は
な
く
、
自

然
科
学
的
な
手
法
（
生
物
地
理
学
な
ど
）
か
ら
客
観
的
に
自
然
環
境
と
人
間
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を
指
摘
す
る）
41
（

。
ヴ
ィ
ダ
ル
の
発
展
進
歩
史
観
が
前
提
す
る
世
界
観
で
は
、
自

然
を
客
体
と
し
て
解
剖
で
き
る
文
明
こ
そ
が
自
然
科
学
の
発
展
進
歩
を
可
能

に
す
る
優
れ
た
文
明
で
あ
り
、
未
だ
環
境
を
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
文
明

は
自
然
科
学
が
発
展
進
歩
で
き
な
い
文
明
＝
停
滞
し
た
文
明
と
価
値
づ
け
ら

れ
て
し
ま
う）
42
（

。

　「
ヴ
ィ
ダ
ル
流
の
『
可
能
論
者
』」
で
は
、
環
境
問
題
と
は
自
然
環
境
問
題

を
意
味
す
る
だ
け
だ
が
、
現
代
社
会
に
あ
る
環
境
の
問
題
は
自
然
環
境
問
題

の
み
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
然
環
境
だ
け
を
環
境
の
問

題
と
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
生
き
る
人
間
の
問
題
は
、
前
出
の
入
江
の
批
判

に
あ
る
よ
う
に
み
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
環
境
の
問
題
を

論
じ
る
た
め
に
、
環
境
を
客
体
で
は
な
く
、「
主
体
的
な
人
間
存
在
の
表
現
」

で
あ
る
「
風
土
的
形
象
」
と
し
て
捉
え
る
和
辻
の
議
論
を
み
て
い
く
。

お
わ
り
に
│
和
辻
と
環
境
倫
理
学

　
和
辻
は
、
環
境
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
主
客
二
元
論
に
依
拠
し
た
議
論

と
は
一
線
を
画
し
、
環
境
に
存
す
る
人
間
の
在
り
方
を
〈
存
在
の
現
れ
と
し

て
の
環
境
〉
に
み
て
い
る）
43
（

。「
わ
れ
わ
れ
は
環
境
と
人
類
の
集
団
と
の
間
の
連

関
を
考
察
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
い
わ
ゆ
る
環
境
に
お
い
て
人
類
の
集
団

そ
の
も
の
の
姿
を
見
る
の
で
あ
る）
44
（

」。
人
間
が
生
存
し
、
存
在
す
る
活
動
は
、

集
団
性
＝
人
間
の
共
同
の
な
か
に
環
境
を
縁
取
り
、
そ
れ
が
風
土
と
し
て
現

れ
る
。
人
間
が
存
在
す
る
こ
と
が
環
境
を
生
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

人
間
が
存
し
な
け
れ
ば
環
境
も
存
在
し
な
い
。
ゆ
え
に
環
境
の
問
題
は
人
間

0

0

0

0

0

0

0

0

が
存
在
す
る
こ
と
の
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
人
間
が
環
境
に
存
在
す
る
こ
と
の
問
題
は
、
環
境
に
存
す
る
人
間
の
在
り

　
次
に
和
辻
の
環
境
概
念
を
み
て
い
く
。
ヴ
ィ
ダ
ル
に
対
し
、
和
辻
は
『
風

土
』
の
序
言
に
お
い
て
「
人
間
存
在
の
構
造
契
機
と
し
て
の
風
土
性
」
を
明

ら
か
に
す
る
に
は
、「
主
体
的
な
人
間
存
在
の
表
現
」で
あ
る
「
風
土
的
形
象
」

を
成
す
環
境
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
対
象
化
さ
れ
た
自

然
環
境
の
こ
と
で
は
な
い
と
い
う）
39
（

。
こ
の
よ
う
な
環
境
概
念
は
、
近
代
の
主

客
二
元
論
に
よ
ら
ず
に
環
境
に
存
す
る
人
間
を
把
捉
す
る
方
法
と
し
て
、
発

展
進
歩
史
観
を
自
明
と
す
る
「
普
遍
」
的
な
人
間
学
と
は
異
な
る
。
和
辻
の

試
み
は
、
人
間
を
そ
れ
ぞ
れ
が
居
合
わ
せ
る
「
個
別
具
体
」
的
な
環
境
の
存

在
と
し
て
論
じ
て
い
る
点
で
、
近
代
の
「
普
遍
」
的
な
人
間
観
を
批
判
的
に

検
討
す
る
「
人
間
学
的
考
察
」
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
和
辻
風
土
論
は

「
主
観
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
を
展
開
し
た
の
で
は
な
く
、「
個
別
具
体
」
的
な
環

境
の
動
態
に
存
す
る
人
間
の
在
り
方
を
「
人
間
存
在
の
構
造
契
機
」
と
し
て

風
土
か
ら
論
究
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
和
辻
の
論
じ
る
環
境
は
、
前
述
し
た
人
間
に
と
っ
て
環
境
と
は
何
か
、
と

い
う
自
然
観
に
関
わ
る
問
い
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て
の
環
境

を
客
体
で
は
な
く
、「
集
団
の
存
在
的
中
身
」
と
捉
え
る
発
想
自
体
、
環
境

を
自
然
環
境
と
し
て
自
明
視
す
る
ヴ
ィ
ダ
ル
か
ら
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、

直
接
に
ヴ
ィ
ダ
ル
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
発
展
進
歩
史
観
に

つ
い
て
和
辻
は
近
代
批
判
と
し
て
、「
欧
州
人
を
『
選
民
』
と
す
る
世
界
史
を

是
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」と
述
べ
る）
40
（

。こ
れ
は
ヴ
ィ
ダ
ル
の「
歴
史
理
論
」

に
対
す
る
入
江
敏
夫
の
批
判
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
入
江
は
、
ヴ
ィ
ダ

ル
や
そ
の
後
継
た
ち
が
、「
全
世
界
に
わ
た
る
詳
細
な
地
誌
研
究
に
も
か
か
わ

ら
ず
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
先
進
性
の
形
成
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
〈
低
開
発
〉
の
形
成
と
の
関
連
』」
を
み
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
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　（
1
）
木
岡
伸
夫
「
地
理
的
決
定
論
再
考
」『
関
西
大
學
文
學
論
集
　
五
七
（
二
）』
関

西
大
学
、
二
〇
〇
七
、
一
│
四
頁
。

　（
2
）
上
山
春
平
編
『
照
葉
樹
林
文
化
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
六
九
、
四
四
│
六
一
頁
。

　（
3
）
梅
棹
忠
夫
・
吉
良
竜
夫
『
生
態
学
入
門
』
講
談
社
、
一
九
七
六
、
五
│
六
頁
。

　（
4
）
ベ
ル
ク
風
土
論
の
深
化
に
つ
い
て
は
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
『
風
土
学
は
な
ぜ 

何
の
た
め
に
』（
二
〇
一
四
）
木
岡
伸
夫
訳
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
九
、
を

参
照
の
こ
と
。
ベ
ル
ク
『
風
土
の
日
本
』（
一
九
八
六
）
篠
田
勝
英
訳
、
筑
摩
書
房
、

一
九
九
二
、
一
六
三
│
一
六
四
頁
。

　（
5
）
ベ
ル
ク
、
前
掲
書
、
一
六
三
頁
。

　（
6
）
ベ
ル
ク
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
。

　（
7
）
ベ
ル
ク
、
前
掲
書
、
一
六
六
│
一
六
七
頁
。

　（
8
）
坂
部
恵
「
和
辻
哲
郎
と
ヘ
ル
ダ
ー
」『
比
較
思
想
研
究
　
二
七
号
』
比
較
思
想
学

会
、
二
〇
〇
〇
。

　（
9
）
和
辻
哲
郎
『
風
土
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
、
二
五
六
頁
。

　（
10
）
上
山
春
平
編
、
前
掲
書
、
四
四
│
四
八
頁
。

　（
11
）
戸
坂
潤
「
和
辻
博
士
・
風
土
・
日
本
」『
日
本
的
哲
学
と
い
う
魔
』
書
肆
心
水
、

二
〇
〇
七
。

　（
12
）
和
辻
、
前
掲
書
、
二
八
七
│
二
八
八
頁
。

　（
13
）
和
辻
哲
郎
『
倫
理
学
（
三
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
、
三
〇
五
頁
。

　（
14
）
和
辻
、
前
掲
書
、
三
〇
四
│
三
〇
五
頁
。

　（
15
）
森
滝
健
一
郎
「
地
理
学
に
お
け
る
環
境
論
」『
水
資
源
・
環
境
研
究
（
1
）』
水

資
源
・
環
境
学
会
、
一
九
八
七
、
三
五
│
三
七
頁
。

　（
16
）
中
村
和
郎
・
高
橋
伸
夫
編
『
地
理
学
へ
の
招
待
』
古
今
書
院
、
一
九
八
八
、
一
七

五
頁
。

　（
17
）
森
滝
、
前
掲
書
、
三
五
・
三
七
頁
。

　（
18
）
中
村
他
編
、
前
掲
書
、
一
七
五
頁
。

　（
19
）
杉
浦
章
介
・
松
原
彰
子
・
武
山
正
直
・
髙
木
勇
夫
『
人
文
地
理
学
』
慶
應
義
塾

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
、
三
二
頁
。

　（
20
）
杉
浦
他
、
前
掲
書
、
三
四
│
三
五
頁
。

　（
21
）
森
滝
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。

方
を
規
範
づ
け
る
倫
理
の
醸
成
を
必
要
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
然
と
人

間
、
人
間
と
人
間
の
関
係
の
在
り
方
を
問
題
と
し
、
環
境
に
居
合
わ
せ
る
人

間
存
在
の
倫
理
と
し
て
の
環
境
倫
理
を
ど
の
よ
う
に
涵
養
し
て
い
く
か
が
問

わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
環
境
倫
理
は
自
然
環
境
問
題
だ
け
で
な
く
、
環
境
と

人
間
の
関
係
を
人
間
存
在
の
次
元
か
ら
倫
理
的
に
究
明
す
る
意
味
に
お
い

て
、〈
存
在
論
的
環
境
の
倫
理
学
〉
と
呼
べ
る
環
境
倫
理
学
と
な
る
。
存
在

論
と
し
て
環
境
を
考
え
る
〈
存
在
論
的
環
境
の
倫
理
学
〉
で
は
、
価
値
理
念

化
し
た
近
代
の
人
間
観
に
よ
る
倫
理
で
は
な
く
、
環
境
の
動
態
に
存
在
す
る

た
め
の
人
間
が
醸
成
す
る
倫
理
が
論
点
と
な
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
現
代
日

本
で
深
刻
化
し
て
い
る
孤
立
無
縁
社
会
の
問
題
を
環
境
の
問
題
と
し
て
捉
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　
和
辻
の
環
境
論
に
よ
れ
ば
、
環
境
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
人
間
と
人
間
の
関
係
も
希
薄
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
和
辻
の
風

土
論
の
現
代
的
意
義
は
、
環
境
の
問
題
を
人
間
の
共
同
の
問
題

0
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環
境
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根
源
に
位
置
づ
け
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、
一
方
で
、
そ
の
打
開
策
を
「
人
間

存
在
の
風
土
的
構
造
」
と
し
て
風
土
論
の
な
か
で
人
間
存
在
の
次
元
か
ら
環
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境
と
人
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論
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す
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方
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に
よ
っ
て
示
し
た
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こ
と
の
先
見
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ダ
ル
と
異
な
り
、
和
辻
は
環
境
を
風
土
の
人
間
存
在
論
と
し
て
論
じ
た
。

自
然
と
人
間
、
人
間
と
人
間
の
関
係
の
回
復
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
和
辻
の
環
境
論
に
着
眼
す
る
こ

と
は
、
環
境
に
存
す
る
人
間
の
在
り
方
を
究
明
す
る
う
え
で
環
境
倫
理
学
に

新
た
な
方
法
を
提
供
す
る
。
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（
ま
す
だ
・
け
い
す
け
、
環
境
倫
理
学
・
人
間
存
在
論
、 

東
京
農
業
大
学
嘱
託
助
教
）

　（
22
）
杉
浦
他
、
前
掲
書
、
三
四
頁
。

　（
23
）
杉
浦
他
、
前
掲
書
、
三
五
頁
。

　（
24
）
ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ッ
シ
ー
／
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
リ
ー
／
ウ
ル
フ
・
ス
ト
ロ
メ
イ
ヤ
ー

／
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
ウ
ィ
ー
ラ
ン
編
『
近
現
代
の
空
間
を
読
み
解
く
』（
二
〇
一
四
）
上

杉
和
央
監
訳
、
古
今
書
院
、
二
〇
一
七
。

　（
25
）
ヴ
ィ
ダ
ル
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ブ
ラ
ー
シ
ュ『
人
文
地
理
学
原
理
　
上
巻
』（
一
九
二
二
）

飯
塚
浩
二
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
、
四
五
│
四
七
頁
。

　（
26
）
ヴ
ィ
ダ
ル
、
前
掲
書
、
四
七
頁
。

　（
27
）
ヴ
ィ
ダ
ル『
人
文
地
理
学
原
理
　
下
巻
』（
一
九
二
二
）
飯
塚
浩
二
訳
、
岩
波
書
店
、

一
九
四
〇
、
七
一
頁
。

　（
28
）
ヴ
ィ
ダ
ル
『
人
文
地
理
学
原
理
　
上
巻
』
二
〇
二
頁
。

　（
29
）
フ
ェ
ー
ヴ
ル
『
大
地
と
人
類
の
進
化
　
上
巻
』（
一
九
二
二
）
飯
塚
浩
二
訳
、
岩

波
書
店
、
一
九
七
一
、
五
七
頁
。

　（
30
）
杉
浦
他
、
前
掲
書
、
三
六
│
三
八
頁
。

　（
31
）
ヴ
ィ
ダ
ル
『
人
文
地
理
学
原
理
　
下
巻
』
八
八
頁
。

　（
32
）
ヴ
ィ
ダ
ル
『
人
文
地
理
学
原
理
　
上
巻
』
二
〇
三
頁
。

　（
33
）
杉
浦
他
、
前
掲
書
、
三
九
頁
。

　（
34
）
例
え
ば
『
人
文
地
理
学
原
理
　
下
巻
』
第
２
篇
の
第
６
章
「
文
明
の
進
化
」
を

参
照
の
こ
と
。

　（
35
）
ヴ
ィ
ダ
ル
『
人
文
地
理
学
原
理
　
上
巻
』
二
二
二
│
二
二
三
頁
。　

　（
36
）
杉
浦
他
、
前
掲
書
、
三
八
頁
。

　（
37
）
中
村
他
編
、
前
掲
書
、
一
八
〇
頁
。

　（
38
）
和
辻
『
倫
理
学
（
三
）』
三
一
〇
│
三
一
二
頁
。

　（
39
）
和
辻
『
風
土
』
三
頁
。

　（
40
）
和
辻
、
前
掲
書
、
二
七
八
頁
。

　（
41
）
森
滝
、
前
掲
書
、
四
三
頁
。

　（
42
）
ヴ
ィ
ダ
ル
『
人
文
地
理
学
原
理
　
上
巻
』
九
六
│
一
〇
一
頁
。

　（
43
）
増
田
敬
祐
「
風
土
論
の
変
遷
と
環
境
の
時
代
」『
風
土
的
環
境
倫
理
と
現
代
社
会
』

亀
山
純
生
監
修
・
増
田
敬
祐
編
集
、
農
林
統
計
出
版
、
二
〇
二
〇
。

　（
44
）
和
辻
『
倫
理
学
（
三
）』
三
一
八
頁
。


